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本研究は、地球シミュレータを使った「データ同化」法を用
いて、現在観測を継続中である、初の金星気象観測衛星「あか
つき」から得られるデータをもとに、金星の大気循環モデル
を構築しようとするものである。得られたモデルから観測へ
のフィードバックをかけるなど、タイムリーな計画である。 

金星の大気循環、特にスーパーローテーションの機構は未
解明である。それを解明することができれば学術的意義も大
きく、「あかつき」による金星探査の意義を一層高める結果に
つながるものと期待される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


